
青森県水産試験場事業成要 昭和42年度

正 誤 表

ページ 行 ク 誤 正

上品行 魚群の滋生態等 魚群の迫田章生態等

7 上 7行 須後崎NIN135' 須後崎NI N1 3.5 

? 上20行 窪現崎WNWI14.5' 権現崎WNW14.5

9 上3411 権現崎WNWI14' 権王露崎WNW14'

36 上刊行 1 5日?時傾北緯 440-19' 1 5日?時頃北緯 4.40-19' 

40 上14行 内訳。 1隅(3.0寸)アシラン 内訳91脚(3.0寸)アミラン

40 。 210D/6本 6 0日掛 21 0 D/6本 60百掛

40 ."" 9.0 m印 1 8返 90m切 t8反

40 2 4行 流網又は延納の操業 流網叉は延縄の操業

40 下 6行 30尾宋満の場合は余数 30尾未舗のi場合は全数

40 下 4行 (互)j本長〈尾叉は長) ⑨係長(尾又長〉

41 上 5行 操業の都度多項目測定 操業の都度全項目測定

4 1 下?行 平年並か消低目 平年並か梢々低目

41 下15 竹烏週辺と能登沖で梢局〈 竹繕週辺と議登沖で梢々 f笥〈

42 下211T 1 38・40'以来の 1 3804 V E以来の

42 下17行 漁船の急増により。 漁船の急増により，

42 下14行 41.1D' --41041' 4 101 Q' 向ザ41041' N 
『

57 下 5汀 ( 4 0.81 トンテーゼル ( 40.8 1トンデーゼル

57 h 1 6日p0s.) により綾びき 1 60戸suてより一般びき

62 上品行 {袋浦地区では作崎地区 斥j帯地区では織作地区

68 上 2行 漁海i兄速報を毎週奴緩め， との外 漁海t兄遁裁を毎週収緩め関係7]¥試，県内

普及員，漁沼町て送付した。 ζの外

68 下11行 1年の 138.3%(0.58トンにとど 1年の 138.3 % (0.58トン〉促とど

180 上12行 a項目 魚種別 aJ廷目 魚檀別

1 87 上11イT 3.調査方法 1そうびき 5胡査方法 法験船辛洋丸(1 2 1トン

400馬力)をf乏F目して 1そうびき

1 87 上13行 E調査請来 1. ;I.壬楓 E謁査結果 1. ~遅過

1 87 l下13行 操業位置を延③て凶後 漁業i立践を変えて前後

1 87 ク

IiEHi1憾和の24操年業8OE月A演本を場得臼た屋高丸に
別総の漁業安績を得た

1己-一1一一L一1ト2一;一-一P一一生一一 昭和 24年 8月オLa白議丸に
一一._.

188 ービ11行 乙漁獲成績 2.漁後j業績

1 88 下 4行 2.27別紙漁場数 2.27別紙漁場凶

1 89 下 2行 水採での曳情は 一--~水炉内側
1ヲ日 上 2行 ~j3長 甲中 甲長 1手巾

1 9 1 上 1行，幸料丸 3月4日 !羊洋丸 5月4日



ペー、ン 行 誤 正

1 9 2 F 9行 タラ，スケソタフ タフ，スケソウタラ

192 下 8fj- 回遊性のタラやスケソタラ 回遊性のタラやスケソウタラ

192 下 2行 アガ「ヵーレイ， スケソタラ ア方「カ・レイ， スケソウタフ

192 上 3行 ソ連警備艇から交渉を受ける ソ連醤備挺から干渉を受ける

1 97 下 5行 ブ ブ リ

守十 中 大 中 大

1 98 下1'3行 5.漁獲水温当水域 5.漁獲水混 当水試

1 99 上 8行 叉，滞永問も 叉，泳期間も

1 9 9 上12行 若令免成魚をわず 若令魚，成魚をとわず

1 99 上17行 光力を利用し 光力を使用し

199 上18行 夜明治岸に瀞するようで 夜間市岸によ白波するようで

1 99 上21行 夜のうちに入手内したもので 夜のうちに入網したもので

1 99 上23行 底質が容俣の窪棚 底質が岩礁の陸棚

200 下11行 津軽海挟の海況を 津軽海峡の漁況を

203 上 5守 1 0月 255 1 0月 225 

月別 年別 月別 銘柄別

207 上12行 試主実船瑞鴎丸(40.8 1平 式験船瑞鴎丸( 40.81 T 
208 上13行 Z期間昭和42年 7月 1日~令年 Z斯間iYd和 42年7月 1日~全年

209 下 6行 機iJltの効率化ととも漁獲 |機械の効率化と.ともに漁獲

2 1 0 l下刊行 ニ&構サヨリ船びき，網 二枚組サヨリ船びき網

2 16 上 1行 4.水産土木工事 3.1.ま質と生物相ζの相関性を究明し，今

後の漁業計画確立の資とする。

• 4.水産土木工客

2 1 7 下から 1.3 5 c祝 day. 1.26cmday， 1. 3 5 C77V day 1.26C1事I'day

1戸-2 1.02cmday 1. 0 2 C77V day 

221 j尚 2 密生してW た。青森市 密生してwた青森市

221 。4 比絞良好 比較的良好

223 ク 2 資源量胡査を推定 資源、量を推定

226 ;策 1表 路設時期 施1量時絹

227 上から3 流出 流矢

2 77 。? 。 。
240 第 1図 0 >  。く

( 20尾) ( 20尾)

2 41 第 2表 38忌 3 8 1忌

2 <1 3 下から5 支障を支える 支樟を与える

246 上から12 ベストン ペントス

246 下から 12 。 ク

248 雪t3表 塩入崎 塩入婿
一一一一ー

252 下カ>&:，5 42年 10弓17 42竿 1日月 17日

253 下から13 可成!H也νコ 可成り多の



1ページ 行 誤 正

256 第 1図 不凍但し 不凍但し

258 1よ2こh刃》ミ 1り3 漁体 魚体

259 第 2表 ( ? ) ( C1I1 ) 

260 第 1図 500 500 (粒)

260 第 1潤

旧 闇]
264 7 過去の?ヶ年中の 過去?ケ年中の

zιι 下より B 9.0Yであるが5日-7日までの 9.o?であるが 5月-7月までの

27日 。8 岩手県沖に南下を〈りかえして 岩手県沖陀南下するもの北上南下をくり

かえして

2 71 ι 遅過日数をみると八戸周辺では 窪過日数をみると八戸沖周辺では

271 下より5 恵山海域がおそ〈 恵山海域でおそ〈

271 。1 以上の詳細な 乞ほの詳細は

273 ク 2 え友14の節減 燃料の節減

274 第 1表 カタクチイワシ 35年 カタクチイワシ
3.473 3.423 

295 ? 全昭和 42年 11月♀日 全 42年 11月?日

295 11 N.H4 -N ( m<;/必) NH4-N( U?/O) 
P04-P (m<;/必) P04-P UF//?) 

296 1 4 8 月は何れも~Ii\l査点、も 8月は何れの調査点も

296 1 8 10-551lt<;/必 10~55011F1F//ig 必
日--1守O呼/O) 。内w19

299 実害1表。1 NH4-N 111<;/ o NH4-N U?/O 
P04-P /1lr;/ o P O4 -P 1li"/品

300 第1表D2 。 ク

301 第1表の5 。 。
301 。 ワイヤーの長さ 25 ワイヤーの長さ 24 

302 第1衰の4 NH4-N m<;/ t NH4 -N lJ?/O 
P04 -P 1Il<;/ /? P04-P u?'/必

306 5 底質生物の 底棲生物の

3 09 B 2. 1 O. 6 4之 1O. 6 

31 0 下より? 84--31 日沼v.o 84 -31 01.1?/ι 

3 1 1 5 大)11 8 y/o 大川 8 u?//? 

3 1 2 図 ② 包/

31 3 表 1 時亥1) 7月 8日 時刻 7月8日

7. 10 17. 30 7.10 07.30 

31 5 表 5 鍋 961'/必 銑] 96 u?/ぷ

31 6 表 4 2 2. 2 2' 。
31 6 下より2 水 温 水 1架

3 1 9 5 (表2ー 1)の分折値 (表 2- 1 )の分析値



ページ fT 誤 正

325 10月14日にお亡り， ての時の 10月14自におとり，その時の

341 3 長椅峰典 長峰i主典

341 1 8 PHはガラス電極PHメーター陀よる PHはガラス電極PHメーターによった

19 1 0立ポリイチレン瓶定詰詰めて建般 1日立ポリイチレン瓶に詰めて選搬した

した
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